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第 20 期サークルちえのわ活動報告 

第 20 期代表 佐藤太佑（東京学芸大学 3 回生） 

  

東京学芸大学「サークルちえのわ」です。20 期の活動報告をさせていただきます。 

 

【ちえのわ農学校とは】 

「サークルちえのわ」は東京学芸大学のサークルであり、メンバーの大学生は教育・自然体験・農体験

に興味を持って集まりました。「ちえのわ農学校でしか出来ない体験をしてほしい」という想いから、「ち

えのわ農学校」を地域の子どもたちに向けて開催しています。そんなサークルちえのわは、３つの“わ”

を理念として４月から翌年１月まで毎月１回(全 今年は 9 回)の活動を行っています。 

 

 

 

 

 

以上のことを基本理念とし、本年度は「環境教育研究センター農園でできることを行い、学んだこと

を次につなげる」ことを具体的な目標として行いました。環境教育研究センター農園だからこそできる

活動を行い、子どもが何か感じたことや学んだことなどを持ち帰って新たな視点や興味につなげていけ

ればと思い活動を行いました。 

 

【本年度の活動報告】 

 本年度も昨年度に引き続き、食品を扱う活動を行えたのでより作った作物をどう生かすかという点で

大きく活動の幅を広げることができたと思います。畑では四季折々の作物を育てることで、作物を育て

ること以外にも季節の変化を存分に感じることができました。実際に大学生と共に作業を行うことで、

最初は難色を示していた子供も次第に興味を示し、協力して取り組むことができました。田んぼでは、

例年通り米作りを行いました。様々なことがあり、毎年同じことを行っているのにもかかわらず本年度

も前途遼遠であると感じました。双方とも自然を相手にするので思い通りにいかないことは重々承知で

皆活動を行っていますが、いざ問題に直面した際に茶を濁さずどうしていくのかが今後の課題だと感じ

ました。子どもたちだけでなく我々としても様々なことを学んだ有意義な一年であったと感じています。

以下に本年度の活動を記載してあるが、私のような稚拙な文才では綴りきれないほど内容の濃い一年間

であったため、ぜひ INCH のキャンプに参加するサークル員に話を伺ってもらいたいところです。サー

クルとして、個人としてどう感じたのか、何を学んだのか人それぞれ異なる収穫があるため、とても面

白い話がもらえると思うので、酒の肴にでもするのはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊自然のわ：自然の様々な表情と向き合いながら、「種から胃袋まで」の道のりを五感で感じるきっかけづくりをする。 

＊人のわ：農学校だからこそ出来る体験を通じて、子どもたちが仲間やスタッフとのつながりを感じられるきっかけづくりをする。 

＊知恵のわ：昔から受け継がれてきた知恵や文化にふれ、身近なものを見つめなおし発見するきっかけづくりをする。 

 



 

【第 20 期活動内容】 

《第 1 回：4/20》  

・開校式 ・アイスブレイク（ito）  

・（田）農園散策 ・（畑）たけのこほり  

《第２回：5/18》  

・（田）田植え ・（畑）整備、苗植え  

・（季）お茶摘み  

《第３回：6/15（1 日農学校）》  

・（田）かかしづくり ・（畑）整備、苗植え  

・（季）流しそうめん、梅シロップづくり  

《第４回：7/20》  

・（畑）夏野菜の収穫  

・ピザづくり ・葉書づくり  

《第５回：8/24》 

（熱中症予防のため中止）  

  

《第６回：9/14》  

・（田）イナゴの佃煮づくり  

・（畑）苗植え ・（季）お月見団子づくり  

《第７回：10/26（1 日農学校）》  

・（田）稲刈り ・（畑）冬野菜クイズ  

・（季）かぼちゃパイ  

《第８回：11/16》  

・（田）脱穀、唐箕、籾摺り  

・（畑）足湯 ・（季）どんぐり工作  

《第９回：12/21》  

・（田）わら工作、藁焼きおにぎり  

・（畑）冬野菜の収穫・（季）イルミハイク  

《第 10 回:1/25》  

・（田）もちつき  

・（畑）収穫、畑の清掃  

 

【随筆-第 20 期を振り返って-】 

 ある日、こんな言葉を目にした。「夢見た未来や希望に裏切られ、日々何かが失われるのを感じ続けて

いる。(中略)昨日の打算、今日の妥協が未来を、自分を食い潰して行くのを予感しながら、何処へ向かう

とも知れない道を歩き続ける…。」陶酔していたこともあるかもしれないが、私にはこの言葉がひどく残

った。本年度を振り返ると挑戦と挫折の一年であったと感じる。新しいことを多方に展開できたことは

非常に良い経験であった。もちろんそのすべてが上手くはずもなく多くの妥協と打算を繰り返してきた

と感じる。第 20 期としての選択が次代に何か残ればと思いつつ、次の選択を楽しみにしていきたい。 

 最後に農学校に参加した子どもスタッフ、学校関係者各位、INCH の方々その他大勢の協力のおかげで

農学校が開催できたことに誠意の意を表します。今後ともサークルちえのわをよろしくお願いいたしま

す。 

 

【2025 年度の活動予定】 ※2025 度の申し込み締めきりは 3 月 31 日（必着）です 

2025 年度の予定は、月 1 回の土曜日（全 10 回）13:00～17:00(夏期は時間をずらす場合があ

ります)、6 月は 2日かけて行う予定です。参加対象は小学校 3 年生～6 年生、参加費は 15,000 円

（年間費）、ちえのわ農学校を主催する「サークルちえのわ」に早めにお問い合わせください。4 月 19

日（土）に開校して、田植えから脱穀・精米までの稲作体験果物の調理・保存自然を対象にしたあそび

など 1 年を通して開催します。 

 ※日程や活動内容は変更する場合があります。ちえのわはホームページ、Instagram でも活動内容を

発信しております。 

 

 

 

 

 

 

 


